
クロームブックを使
つか

うときのやくそく 

福岡市立城南小学校 

①壊
こわ

れないように、大切
たいせつ

に使
つか

いましょう 

・水
みず

にぬれないようにする。 

・両
りょう

手
て

で持
も

って、静
しず

かに運
はこ

ぶ。（ぶつけたり、落
お

としたりしないように気
き

をつける） 

・投
な

げたり、ふんだりしない。また、外
そと

や暑
あつ

い場
ば

所
しょ

には置
お

かない。  

・平
たい

らなところに置
お

き、落
お

ちやすい場
ば

所
しょ

には置
お

かない。 

・クロームブックの上
うえ

や、キーボードの上
うえ

に物
もの

を置
お

かない。 

・磁
じ

石
しゃく

を近
ちか

づけない。  

・消
け

しゴムのごみなどがキーボードの中
なか

に入
はい

らないようにする。 

・シールを貼
は

ったり、ペンで落
らく

書
が

きをしたりしない。 

・タッチペンはなくさないように筆
ふで

箱
ばこ

に入
い

れて、大
たい

切
せつ

に使
つか

う。 

・こわれたり、使
つか

っていておかしかったりした場
ば

合
あい

は、すぐに先
せん

生
せい

に知
し

らせる。 
 
 

②やさしく使
つか

いましょう  

・画
が

面
めん

を押
お

すときは、手
て

で軽
かる

く押
お

す。（強
つよ

く押
お

さない）  

・鉛
えん

筆
ぴつ

やペンなどとがったもので画
が

面
めん

をさわらない。（指
ゆび

とタッチペンだけ） 

・キーボードを強
つよ

くたたかない。 
 
 

③健
けん

康
こう

に気
き

をつけましょう  

・明
あかる

るい場
ば

所
しょ

で使
つか

い、長
なが

い時
じ

間
かん

使
つか

わない。 

・30分
ふん

に 1回
かい

は、画
が

面
めん

から目
め

を離
はな

して、遠
とお

くを見
み

ましょう。 

・姿
し

勢
せい

を正
ただ

し、画
が

面
めん

から目
め

を 30cm以
い

上
じょう

離
はな

しましょう。 

 
 

 



 

④学
がく

習
しゅう

のルールを守
まも

りましょう  

・授
じゅ

業
ぎょう

の時
とき

は、先
せん

生
せい

の指
し

示
じ

に従
したが

う。他
ほか

のサイトや画
が

像
ぞう

、動
どう

画
が

などを開
ひら

くなど 

勝
かっ

手
て

なことはしない。  

・休
やす

み時
じ

間
かん

は、先
せん

生
せい

がいるとき、係
かかり

活
かつ

動
どう

などで必
ひつ

要
よう

な時
とき

しか使
つか

わない。 

・インターネットを使
つか

って学
がく

習
しゅう

とは関
かん

係
けい

のないことを調
しら

べたり、ゲームをした 

りしない。 

・健
けん

康
こう

のために、夜
よる

９時
じ

以
い

降
こう

は使
つか

いません。 
 

⑤個
こ

人
じん

情
じょう

報
ほう

を守
まも

りましょう  

・自
じ

分
ぶん

のパスワードは他
ほか

の人
ひと

には教
おし

えない。（他
ほか

の人
ひと

のものをのぞかない）  

・クロームブックを他
ほか

の人
ひと

に貸
か

さない。 

・先
せん

生
せい

が許
きょ

可
か

したとき以
い

外
がい

は、写
しゃ

真
しん

や動
どう

画
が

をとらない。 

・ネット上
じょう

に個
こ

人
じん

情
じょう

報
ほう

（名
な

前
まえ

、住
じゅう

所
しょ

、写
しゃ

真
しん

など）をアップしない。 

・メールやミートを授
じゅ

業
ぎょう

以
い

外
がい

で使
つか

わない。 

 

⑥相
あい

手
て

を思
おも

いやった使
つか

い方
かた

をしましょう  

・相
あい

手
て

を傷
きず

つけたり、いやな思
おも

いをさせたりしない。 

（送
そう

信
しん

する前
まえ

に読
よ

み直
なお

して、読
よ

んだ人
ひと

がどのように感
かん

じるかをよく考
かんが

える）  

・共
きょう

同
どう

で課
か

題
だい

を作
さく

成
せい

するときには、友
とも

だちが書
か

いた文
ぶん

章
しょう

などを勝
かっ

手
て

に消
け

したり、 

書
か

きかえたりしない。 

※家
いえ

に持
も

ち帰
かえ

る時
とき

  

・必
かなら

ずランドセルに入
い

れる。（教
きょう

科
か

書
しょ

等
など

の間
あいだ

に挟
はさ

みましょう） 

・使
つか

い終
お

わったら、電
でん

源
げん

を切
き

り、必
かなら

ずふたをしめる。 

・学
がく

習
しゅう

以
い

外
がい

のことには使
つか

わない。（何
なに

に使
つか

ったか、記
き

録
ろく

が残
のこ

ります） 

・勝
かっ

手
て

にアプリや画
が

像
ぞう

をダウンロードしたり、写
しゃ

真
しん

をとったりしない。 



使
つか

い方
かた

ガイド  

【１】
）

電
でん

源
げん

をつける・切
き

る 

① 電
でん

源
げん

をつける 

  →ふたをひらくだけ（１０秒
びょう

ぐらいでつく） 

② パスワードを入
い

れて，「→」か「Ｅｎｔｅｒ
エ ン タ ー

キー」

をおす。 
 

 

 
  

③ 電
でん

源
げん

を切
き

る 

〇左
ひだり

側
がわ

にある電
でん

源
げん

ボタン（ランプの近
ちか

く）を軽
かる

くおす。 

 

 
 
 

 

〇「電
でん

源
げん

を切
き

る」を軽
かる

くおす。 
 
 

 

〇ランプが消
き

えたら，ふたを閉
と

じる。 

 



【２】キーの名
な

前
まえ

・トラックパッドの使
つか

い方
かた

 

〇キーボード 

 

 
[文書の重要な部分を引用して読者の注意を引いたり、このスペースを使って注目ポイントを強調したりしましょ

う。このテキスト ボックスは、ドラッグしてページ上の好きな場所に配置できます。] 

 

 

 

 

 

〇トラックパッドの基
き

本
ほん

操
そう

作
さ

 

 

 

 
 

カーソル（  ）の移
い

動
ど う

 画
が

面
め ん

の移
い

動
ど う

（スクロール） 

右
み ぎ

クリック ドラッグ＆ドロップ 

２本
ほん

指
ゆび

で軽
かる

くタッチする。 

２本
ほん

指
ゆび

で軽
かる

くタッチした

まま、上
じょう

下
げ

に動
うご

かす。 

トラックパッドの下
した

をカチ

ッと押
お

したまま、別
べつ

の指
ゆび

で動
うご

かす。 

入
にゅう

力
りょく

の変
へん

更
こう

 ハイフン 

Enter
エ ン タ ー

キー 

Shift
シ フ ト

キー 

Back
バ ッ ク

 Space
ス ペ ー ス

キー 
音
おん

量
りょう

 ミュート（消
しょう

音
おん

） 更新
こうしん

 
 ←  戻

もど

る 

→  進
すす

む 


